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XPRIZE is an innovation engine. A facilitator of exponential 
change. A catalyst for the benefit of humanity.



イノベーションの考え方の変化

ソーシャル・イノベーション、ディマンド・サイド・イノベーション、リバース・イノベー
ション、グラスルーツ・イノベーション、破壊的イノベーション、オープン・イノベーショ
ン、・・・多くが顧客（社会）起点の需要創造論理のイノベーション

モノづくり、技術革新、イノベーション「普及」の発想：サプライ・サイド・ロジック
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モノからコトへ、ではなく、
コトのなかにモノ（技術）を
埋め込むこと



二つのイノベーション

研究開発
研究所
科学技術

「供給者」主導
モノ

社会的プロセス
社会共同体
既存／非技術
「需要者」主導

コト

2013 (c)N.Konno, KIRO  Please Do Not Copy.



二つのイノベーション→デザイン思考による綜合

研究開発
研究所
科学技術

「供給者」主導
モノ

社会的プロセス
社会共同体
既存／非技術
「需要者」主導

コト

目的群の調整（目的工学）

デザイン思考（人間中心デザイン）
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目的
Purpose

目標
Goal, objective

意味合い、意義、価値など主観的
要素からなる

動態的

ターゲット、数値など客観的要素
からなる

固定的

効果(effectiveness)、インパクト、
アウトカム（質的成果）などが問
われる

試行錯誤の過程が求められる

効率性(efficiency)、達成度、アウト
プット（量的成果）などが問われ
る

失敗は積極的には許容されない
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目的と目標は異なる



手段はすべてそろっているが、

目的は混乱している、
というのが現代の特徴のようだ

　　　A．アインシュタイン
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賢慮（社会的意義）と技術

知的卓越 テクネー（技術知／制作知）

フロネシス（賢慮／実践的智慧）

エピステーメー（学問知）

人間的倫理的卓越

Ἀριστοτέλης, Aristotélēs (384 BC – 322 BC)
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卓越（アレテー）の知の分類

行為でなく制作の知：その外
にある目的を前提とする

人間の優れた特質（知ることのための
知）のひとつだが、この常に変わりつつ
ある世界で役立つ知識は提供できない

善悪あるいは正しさや行為における手段のふさ
わしさを全体的にみて選択判断できるたくみさ



大目的

（中目的）
駆動目標、ミッション
などともいう

小目的（群）

小目的（群）

小目的（群）

小目的（群）
小目的（群）
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目的の階層性

タスク目標

タスク目標

タスク目標

タスク目標

タスク目標



目的工学とは？
• 目的工学とは、思いをもって事を成し遂げようとする（実践の）当事者
（経営者やプロマネ、技術者）間による、相互作用的な目的群の組織的
調整（オーケストレーション）

• 目的群とは？

• 大目的---本質的な最上位目的（崇高高邁な哲学やビジョンだが、しばしば政治
的な意図や大義をも含む）

• 駆動目標---大目的を具体的な概念やスローガンとしたもの

• 小目的---個々のプロジェクト参加者の思いに結びつけられる技術的目的、知的
目的等

• タスク目標---具体的個別的なミッション

• 目的群は具体的な技術や手段の関係において動態的に変化する。また組
織の感情（不合理性）を前提とした、一見不合理（政治的／感情的）
なアプローチも、最終的な合理性への到達のためには必要とされる
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利益や売上げばかり考える人は、なぜ失敗してしまうのか: 紺野 登, 目的工学研究所



社会的目的への転換

知識・アイデアの経済 ネットワーク化された社会

共通善の模索

個々の知識・アイデア 前提としての複雑性・多様性

目的工学
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目的工学の求められる背景



実践的三段論法：善い目的のための判断と実践
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practical syllogism

①当初、何かに刺激されるなどして、. . 目的に目
覚める。ただし、まだおぼろげである。
②次に、現時点における現実的な問題に取り組
み、そのための代替手段について吟味する。. .
その際、仮説と検証を繰り返すことになる。
③しかし実際には、いまの手段では、当初考えて
いた. . 目的をなかなか実現できないため、実現性
の高い目的を設定することもある。
④そこで、手段をあらためて選択し、試してみ
る、もしくは新しい手段を考えてみる。. .
⑤ところが、現実の. . 目的がある程度わかり、何
ができるのかが見えてくると、「本当の目的は何
だったのか」と、あらためて深く考えるようにな
る。その結果、より次元の高い目的や本質的な意
味合いに気づく。
⑥そして、「ひょっとしたら、こういうことをし
ようとしていたのではなかったか。ならば、. .い
まの判断は本当に適切なのか」と考える。
⑦そこで、もう一度、現実の. . 目的と本当の目的
について考え、本当にやらなければいけない手段
（真の手段）を選択し、明確な意識を持って実行
するというプロセスになる。
それは、世界の本質がだんだん明らかになってい
くといった感覚である。

＜実践的三段論法（推論）＞
大前提：「私はある目的を有する」
小前提：「（眼前の）これが目的を実現する手段である」
結　論：「したがって、この行為を行う（べきである）」



個の考え
思惑

実践的目標
あるいは小目的

大目的
（共通善）

インパクト
（意味／意義）

技術・技能・業務
（手段）

効果・効用（機能）

駆動目標／ビジネスモデル
／価値ロジック

大目的を目指すトライアングルの組み合わせ思考
（ダイナミックな弁証法的発想の環）

個の目的に見合った実践的目標の創
出によって行為として技能（知識）
が引き出され目標が達成される。 I

II

III

実践的目標はより大きなビジネス
モデルや価値の方程式で関係づけ
られ大きな効果を生みだす。

ビジネスモデルや価値の方程式は大
目的と結びついていることで真の意
義ある変化を社会にもたらす。
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世界を変えることのできる
大目的（共通善）につなが
る自分個人の（小）目的を
見いだしたとき、ナレッジ
ワーカーの知識／能力は最
大限に発揮される

利益や売上げばかり考える人は、なぜ失敗してしまうのか: 紺野 登, 目的工学研究所



デザイン思考の構造

顧客
（人間）

社会

事業 技術
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デザイン思考と知識創造

共同化 表出化

連結化内面化

顧客／市場の隠れた
ニーズ、ギャップの共
感、暗黙知の獲得

隠れたニーズや意味を
対話、概念化により明
示化（発見）する

発見された概念・コト
を軸に、新たな関係性
を生みだす（新結合）

顧客現場でのプロトタ
イピングを通じた具体
化、新たに得られた知
識の身体化

暗
黙
知

暗黙知 暗黙知

形式知

形
式
知

形
式
知

形式知

暗
黙
知
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SECI（モデル）プロセス：暗黙知・
形式知の相互作用による知識創造

Socialization Externalization

CombinationInternalization



デザイン思考は身体性の知
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デザイン「思考」通常の「思考」

紺野登(2010)『ビジネスのためのデザイン思考』


